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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第３四半期 26,776 △0.5 △39 － 25 △97.2 △14 － 

30年３月期第３四半期 26,918 1.0 818 △22.2 901 △21.8 633 △11.8 
 
（注）包括利益 31年３月期第３四半期 △300 百万円 （－％）   30年３月期第３四半期 725 百万円 （△29.2％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第３四半期 △1.94 － 

30年３月期第３四半期 85.06 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

31年３月期第３四半期 43,237 26,901 62.2 

30年３月期 44,825 27,440 61.2 
 
（参考）自己資本 31年３月期第３四半期 26,901 百万円   30年３月期 27,440 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 12.00 － 20.00 32.00 

31年３月期 － 12.00 －     

31年３月期（予想）       12.00 24.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 37,423 0.3 388 △59.6 452 △57.3 291 △60.8 39.09 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期３Ｑ 7,950,000 株 30年３月期 7,950,000 株 

②  期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 506,537 株 30年３月期 506,537 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 7,443,463 株 30年３月期３Ｑ 7,443,496 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要

因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等

については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善など緩やかな回復基調が続く一方

で、米中貿易摩擦の長期化や中国経済の減速による影響が懸念されるなど、先行き不透明な状況で推移いたしまし

た。

 セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 

 （情報・印刷・産業システム機材）

 情報・産業システム機材は、ミクロフィルターなどの高機能材料の販売は概ね順調に推移しましたが、文書のデ

ジタル化事業が官公庁・自治体からの大型案件の減少により受注が落ち込みました。

 印刷システム機材は、印刷材料の販売が低調に推移したほか、機器の販売が需要低迷の影響で落ち込みました。

また、厳しい市場環境により収益性が低下しました。

 

 （金融汎用・選挙システム機材）

 金融汎用システム機材は、金融機関向け貨幣処理機器の販売は概ね順調でしたが、セキュリティ機器の販売が商

談遅延の影響を受け低調に推移いたしました。

 選挙システム機材は、全国の地方選挙及び４月に実施される統一地方選挙向けに投票用紙交付機や計数機などの

機器のほか、投開票管理システムの販売が好調に推移いたしました。

 

 （紙・紙加工品）

 紙・紙加工品は、医薬品や化粧品向け紙器用板紙の販売は伸長しましたが、印刷用紙の販売が需要減少の影響を

受け低調に推移いたしました。また、感圧紙等の販売は需要減少の影響を若干受けました。

 

 （不動産賃貸・リース事業等）

 不動産賃貸業、リース事業等は堅調に推移いたしました。

 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高267億76百万円（前年同期比0.5％減）、営業損失39

百万円（前年同期は営業利益８億18百万円）、経常利益25百万円（前年同期比97.2％減）となり、親会社株主に帰

属する四半期純損失は14百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益６億33百万円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

 当第３四半期連結会計期間末の流動資産の残高は333億62百万円となり、前連結会計年度末より９億92百万円減

少いたしました。

 減少の主な要因は、現金及び預金の減少（８億96百万円）及び受取手形及び売掛金の減少（２億64百万円）であ

ります。

 

（固定資産）

 当第３四半期連結会計期間末の固定資産の残高は98億74百万円となり、前連結会計年度末より５億95百万円減少

いたしました。

 減少の主な要因は、売却及び評価益の減少に伴う投資有価証券の減少（５億42百万円）であります。

 

（流動負債） 

 当第３四半期連結会計期間末の流動負債の残高は139億２百万円となり、前連結会計年度末より11億39百万円減

少いたしました。

 減少の主な要因は、支払手形及び買掛金の減少（８億52百万円）、未払法人税等の減少（２億53百万円）及び賞

与引当金の減少（２億21百万円）、増加の主な要因は、電子記録債務の増加（３億57百万円）であります。

 

（固定負債）

 当第３四半期連結会計期間末の固定負債の残高は24億33百万円となり、前連結会計年度末より90百万円増加いた

しました。

 増加の主な要因は、役員退職慰労引当金の増加（82百万円）であります。 
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（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産の残高は269億１百万円となり、前連結会計年度末より５億38百万円減少

いたしました。

 減少の主な要因は、剰余金の配当２億38百万円及びその他の包括利益累計額の減少（２億85百万円）でありま

す。

 この結果、自己資本比率は62.2％（前連結会計年度末は61.2％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成30年10月30日付の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました

通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 19,665 18,768 

受取手形及び売掛金 11,013 10,749 

商品及び製品 2,515 2,702 

仕掛品 70 55 

原材料及び貯蔵品 611 489 

その他 487 603 

貸倒引当金 △8 △5 

流動資産合計 34,354 33,362 

固定資産    

有形固定資産 3,263 3,216 

無形固定資産 477 430 

投資その他の資産 6,728 6,227 

固定資産合計 10,470 9,874 

資産合計 44,825 43,237 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,566 5,713 

電子記録債務 3,301 3,659 

短期借入金 3,516 3,516 

未払法人税等 277 23 

賞与引当金 433 212 

その他 946 777 

流動負債合計 15,041 13,902 

固定負債    

退職給付に係る負債 189 215 

役員退職慰労引当金 1,276 1,358 

その他 878 860 

固定負債合計 2,343 2,433 

負債合計 17,384 16,335 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,208 1,208 

資本剰余金 2,005 2,005 

利益剰余金 24,245 23,992 

自己株式 △576 △576 

株主資本合計 26,882 26,629 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 435 135 

退職給付に係る調整累計額 122 136 

その他の包括利益累計額合計 558 272 

純資産合計 27,440 26,901 

負債純資産合計 44,825 43,237 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 26,918 26,776 

売上原価 20,873 21,211 

売上総利益 6,045 5,564 

販売費及び一般管理費 5,227 5,604 

営業利益又は営業損失（△） 818 △39 

営業外収益    

受取利息 18 1 

受取配当金 55 45 

持分法による投資利益 15 － 

貸倒引当金戻入額 － 3 

その他 28 41 

営業外収益合計 118 92 

営業外費用    

支払利息 23 24 

持分法による投資損失 － 1 

子会社株式取得関連費用 8 － 

その他 2 2 

営業外費用合計 34 27 

経常利益 901 25 

特別利益    

投資有価証券売却益 180 111 

特別利益合計 180 111 

特別損失    

投資有価証券評価損 － 14 

特別損失合計 － 14 

税金等調整前四半期純利益 1,082 122 

法人税、住民税及び事業税 352 70 

法人税等調整額 97 66 

法人税等合計 449 137 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 633 △14 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
633 △14 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 633 △14 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 10 △299 

退職給付に係る調整額 75 14 

持分法適用会社に対する持分相当額 5 △0 

その他の包括利益合計 92 △285 

四半期包括利益 725 △300 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 725 △300 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            (単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書 

計上額 

(注)２ 
 

情報・印刷・
産業システム
機材 

金融汎用・選
挙システム機
材 

紙・紙加工品 不動産賃貸・
リース事業等 

合計 

売上高              

(1）外部顧客への売上高 15,357 5,554 5,855 151 26,918 － 26,918 

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
4 27 － 212 244 △244 － 

計 15,361 5,581 5,855 364 27,163 △244 26,918 

セグメント利益又は損

失（△） 
△299 1,029 △15 101 816 2 818 

（注）１． セグメント間取引消去であります。

２． セグメント利益又は損失（△）の金額の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を

行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

第２四半期連結会計期間において、エム・ビー・エス株式会社の株式を取得し、新たに連結の範囲に含め

ております。これにより、前連結会計年度の末日に比べ、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの資

産の金額は「情報・印刷・産業システム機材」において７億33百万円、「紙・紙加工品」において22億70百

万円増加しております。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動） 

「情報・印刷・産業システム機材」「紙・紙加工品」セグメントにおいてエム・ビー・エス株式会社の株

式取得に伴い、第２四半期連結会計期間より、同社を連結の範囲に含めております。 

 なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては397百万円であります。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            (単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書 

計上額 

(注)２ 
 

情報・印刷・
産業システム
機材 

金融汎用・選
挙システム機
材 

紙・紙加工品 
不動産賃貸・
リース事業等 

合計 

売上高              

(1）外部顧客への売上高 15,579 3,702 7,316 178 26,776 － 26,776 

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
5 － － 203 208 △208 － 

計 15,584 3,702 7,316 381 26,985 △208 26,776 

セグメント利益又は損

失（△） 
△236 125 △43 114 △41 1 △39 

（注）１． セグメント間取引消去であります。

２． セグメント利益又は損失（△）の金額の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を

行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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